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序

 パ ー ソナ リテ ィを把握す るのには非常に多 くの

方法があ る。図1は ナルポー トG.W.が 人 格心理

学(1)で ま とめたパ ー ソナ リテ ィ評価方法 の分類

であ る。この図の当否は別 と して凡そ， この よ う

な ものになるとい う点に関 しては大方のパーソナ

リティ研究者に異存はないと思われる。われわれ

も同様である。

 そこで，次の問題はこれらの技法の中のどれを
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どの様 に組合せ るか とい うことであ る。

 これは，当然， 目的，被検査者，時間的条件な

どに よ り様 々 にな る。従 って 画一的 な 方法 はな

いo

 併 し，いわ ゆ る 「パー ソナ リテ ィ診断」を想定

した場合 に，基本的な枠組は或 る程度考え られ る

し，又，考えてお く方が好都合であろ う。

 そ の場合の基本的な枠組 としてわれわれは図2

の よ うなパ ーソナ リテ ィの構造 を考 えた。r性格 は

顔 で分 か る」槇田仁(7)こ れ はWAI技 法 に よる

自己像につい ての一連 の実証的研究 の結果得 られ

た ものであ る。具体的 にはrWhoAm I?」 とい

う質問に20通 りの答を書いて もら う。 これを多

数 の人に答 えて もらった ものを整理 ・分析 した も

のであ る。(詳 細 は巻末 の文献参照 。2.5.6.)こ れ

を見 る と自己意識(÷ パー ソナ リテ ィ)の 中味は

凡そ7つ の グル ープに まとめ ることがで きる。

 そ の中 の “社会 ”“家庭 ”のグル ープは主 に環 境

的要 因であ る。“身体”“知能 ”“気質”は主 に素材

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

一

τ 府 ，帽.

物読

'罫丁`冖 一 『

  社

 渦≧罰 一『 一 匸』一〒・㌦r巳_～

社会的地位            「
経済的水準

汀}、
}
、 会 住居の地域

磊

親の職業
.『 『.一.

璽…一 家族構成
 =. 家 家族 と本人の関係

馨二庭 躾の スタイル
叢 家庭の雰囲気

「一. 町A 『   =石  一 』 一一 厂噛  一 隔  .“ 暫 か.              }    呼

夢 一 健康
 P

騨
身

体

体力

容姿
特技

』

知
知能(IQ)の 程度

評価の客観性

能 見透 し

精神的分化度

アiFe'

一
          一          一 四一{一=  一

精神感性と気分素因

讐 飢 精神のテンポ
質 精神運動性

多潅裡___.一 一_

筑
菱
篠
觴
〉

 

 

満

度

感

不

性

定

等

求

耀

安

劣

欲

顕

力

動

窩

(ξ

夛

ー
ε
 

i
2図

謹

 

れ 
ヒ 
 
 
 
ア
 

潔

駕

i霾

鬱

、

鐸

ヲ
イ
7
.
ス
タ
イ
ル

(
生
き
ざ
ま
}

自己意識よリ見たパーソナリティの構造

的部分 であ る。そ して “力動”“指 向”がその人 ら

しい “生 き方 ”“ライフ ・スタイル”に関す る部分

で ある。

  また， これ らは見方を変え ると，“社会 ・生物的

基礎 ” に当た る部分 といわゆ る “性格 ”， “指向”

とい う部分 に分 けてみ ることもでき る。

 この ように考 え ると 「パー ソナ リテ ィ診断」 と

は図2の よ うな スキームの一部又は全体を図1の

よ うな 技法 を 適宜組合 せ て 把握 す ることといえ

るo

 これには無数 の組合せが あ りうるが，著者は基

本的 にはSCT， WAI， Dosefu， PRTを ベ ースに

す るこ とに した 。(3.4.5.6.8.9)

 そ の理 由は2つ あ る。第1は ，①SCTは ス キ

ーム全体を広 く浅 く把握 で きる
。その上 でパー ソ

ナ リテ ィの核心部分 であ る自己像 を ②WAIに

よ って，更 に興 味の指向 してい る方 向を ③Do・

sefuに ょって，更 に，その人の “生”に対す る関

わ り，方生活感情をPRTに よ って把握す るとい

うのが基本 と して必要であろ うと考えたか らであ

る。

 第2の 理 由は，それ らについて出来 れぽ “言語

反応”に よる “被検査者 の 自発 的表現 ”で把 えた

い とい うことである。

 こ う書 いて も，われわれは別に “共通特性”や
“数量 的把握 ”を排析 しよ うとい うのではない

。そ

れ らのものはパ ーソナ リテ ィを把握す る場 合の基

礎 として充分踏 まえ ることが必要 なのは云 うまで

もない。

 これ はパー ソナ リテ ィ研究 に於 け る “法則定立

的(nomothetic)” な 方法 と “個性記述 的(idio.

graphic)” な方法 の問題 であ る。

 そ して，著者はパ ー ソナ リテ ィの理 解にはつね

に， この両者を併用す ることが必要 であ ると力説

して きた。併 し，特 定の個 人一一一個性 を もち，独

自な個 人，その トータル ・パー ソナ リテ ィー 一を

了解す るため には殊に個性記述的把握が不可欠で

ある。そ して，そ のためには 「オシキセ」でない

被検査者 の自発的表 現が望 ましい とい うことであ

る。 勿論 ，言語 以外 の表 出行動 その他 も得 られれ

ば尚，結構 であ る。併 し，反応 の曖昧 さ，そ こか

らくる解 釈の多義性，時間，施行 の簡便 さその他
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の条件を考え合せ ると先ず “言語”に よる表現 が

望 ま しい とい うことであ る。

 そ して，そ の他に “必要 な もの”“入手可能 な も

の”を随時，加えていけば よい。例えば，知能検

査その他 の能力検査，学校の成績 ，近親者 ，友 人

な どの他者評価， 日記， 自伝 な ど多いほ どよいの

はい うまで もない。

 順 序は，SCT， WAI， Dosefu， PRTの 順 序 で

施行す る。

 通 常，1回 のテス トにかけ る時 間は2時 間が限

度であ る。従 って，前後 に面接 を入れ て，大体，

以下 の ようなや り方 を とっている。

 初 回  面 接 ，WAI， SCT， 面 接

 2回 目 面i接，Dosefu，  面 接

 3回 目 面 接，PRT，   面i接

 もし，治療的要素が加味され，何週間か続 くこ

とが予想され る時は，PRTは 何回かに分けて施

行 した方が よい。

 そ の ような場 合，著者 は，初め はせ いぜ い2～3

枚 の 図版 に と ど め，イ ソス トラクシ ョンもか な

り， くず した形 で行 ってい る。そ して，物語 も被

検査者 の脱線す るに委せ る。又，著者 自身 もどん

どんお喋 りす る。それ は，物語 はあ くまで キ ッカ

ケにす ぎず，一応 の格好 であ り， 図版 を媒介に し

た面接 の ようなものである。

 著 者 の 考えでは，この ような 使 い 方 が，最 も

PRTに ふ さわ しい使 い方 であ り， その長所 を 生

か した使用法 であると思 う。「かかわ り分析」の中

で 山本 も述べ てい るよ うに，TATは 「一人の人

間」を，「そのい きざま」を共感的に理 解す るのに

適 した道具で あ り，「何 らか の特性を測定す る」，

「精神病 の鑑別 をす る」ため の道具ではない。

 話 がそれたが，先に述べた ようなや り方がKO

式 テス ト・バ ッテ リーのス タンダー ドなや り方 で

あ る。
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辞価項自並びに薛価芳法

    パ ー ソ ナ リ テ ィ ・ ス ケ ッ チ

      (WAI，SCT， PRT， Dosefu， 総 合)

廴 二 こ遜窪 ÷1灘等

社会 ，生活空 間
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家庭 ，生活史

身体

能力

情意，柔軟性

力動，主体性 ，生活感情

指 向 ， 生 き方 ， 取 り組 み 方 ， 自 己 ，SR， identity， 超 越 者 ， Dosefu

病的特徴 その他

図3

 図3が 評価項 目の縮 刷見本 で あ る。タイ トル

の下に(WAI， SCT， PRT， Dosefu， 総 合)と あ る

のは，評価に使用 した テス トを○で囲むためであ

る。4種 類共使用 した場合は総合を囲めぽ よい。

各評価項 目に書かれてい る 内容 は 図2の 項 目に

WAI， SCT， PRTな どの評価項 目をキー ・ワー

ド的に適宜加えた ものであ る。

 評 価方法は使用 したテス トを読 み合せ て各欄 に

適宜 スケ ッチ していけぽ よい。項 目に分 け，キー

ワー ドを記 したのはあ くまで 目安 であ る。

 従 って，各欄 毎に記 入 して もよい し，全体的 に

ス ケ ッチ して もよい。要 は一人 の人間 を トータル

に了解 し，無理のない スケ ッチを画 くことであ る。

この ように考 えてタイ トルも評価用紙 とせずパ ー

ソナ リテ ィ ・スケ ッチと した次第で ある。
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KO式 テ ス ト ・バ ッ1テ リ ー一Short Form

 KO式 テ ス ト・バ ヅテ リーにつ いては1，2で

述べた如 くで あ る。

 併 し，実際 の臨床 の場に於い ては， しば しぼ，

短時間に テス トを施行す ることが必要な場合があ

る。

 こ の ような，多少，浅 くて も，或いは，精度を

犠牲に して も，それな りの結果を得たい とい う場

合 のためにShort Formの テ ス ト・バ ヅテ リー

を開発す ることに した。

 そ のために，特 に時 間のかか るDosefuは グル

ープ ・テス トに し，PRTに つ いてはShort Form

(以下 ，SF版 と略 記。)に す るとい う方法 を とる

ことに した。

 具 体的には，初 回， 先ず，Dosefuグ ル ープ ・

テス ト，次に，WAI， SCTの 順 で テス トを施行 。

 これは，被検査者単独 で行 え るので，予診室，

待合室な どで，面接前 に適宜施行す る。そ して，

それ らを診 てか ら面接 を行 うと，か な り，効率 よ

く，イ ンテ ンシブな面接 に入 っていける。(但 し，

SCTは 面 接時 までに書 き了 えてなければ， 残 り

は持帰 りにすれば よい 。)

 そ して，第2回 目はPRT SF版 を 行 うように

す る。

 これは，絵 を見せ て 「どんな絵 に見 えます か?」

「何を してい るところです か?」 などと聞き，簡単

な応答(「 説明」「感想」 など，例 えば 「子供が絵

を描 いてい るところ」 「宿題 で絵 を描いてい る」な

ど…)で ， 次 の 図版 に うつ るとい うや り方 で あ

るo

 そ して， どん どんや ってい く。或 る程度，や っ

て被検査者が慣れ てきて， 自我関与を示 し， よく

喋 るよ うにな った ら，喋 るに まかせ る。この よう

なや り方 でや ってい くと何枚 かは 自我 関与 を示

し， いわぽ， 「の って」 或 いは， 「のめ りこんで」

話す ものがでて くる。

 施 行順序は一応つ くってあ るが，臨機応変 にや

れぽ よい 。その被検査者 に とって，刺激が強 くて，

む しろ，マイナスだ と思われ るものは省 いて もよ

い 。又，被検査者 に好 きに選 ばせ て もよい。

 この よ うに して，全部 で30分 ～1時 間位で施

行す る。整理 は， テープをか け乍 ら，簡単な メモ

を とる。後 で， テープをきき乍 ら要点を メモ し，

スケ ッチに ま とめ る。最後にバ ッテ リー全体でス

ヶ ヅチを まとめ る。

 以 上が臨床 の現場で，実際的に施行可能 とい う

ことを前提に した簡易版のテス ト・バ ッテ リーで
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あ る。

 勿論 ，“研究用 ”とか “ケース ・スタデ ィ用”に

必要 な場合 は，従来通 りフル ・セ ッ トで施行すれ

ばよい。

 次に，このような簡易版で施行 した事例を一例

として掲載す る。
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事例

 以下 に紹介す るケースは，報告者(検 査者)が

或 る研究会で知 り合 った メンバ ーであ る。精 神科

医で，思春期摂食 障害の少 女を対象 に集 団精神療

法 を行 ってい る。その過程 で性 の同一化 を探 るた

めの心理 テス トの導入を考 えた。そのため にはま

ず 自分 が体験す る必要 があ ると考 え， 自ら被検査

者(以 下Sと 略記)を 志願 され た ものである。ま

た， ケース として取 り扱 う事 を快諾 され たぼか り

でな く， データが な るべ く正確 に 伝 わ るよ うに

と， プライバ シーに触 れ る部分 をかな り生 のまま

残す事 を提言 して くだ さった ものであ る。 (一部

削除)感 謝 を こめ て，報告 したい。

 氏 名=ケ ースJ

 28歳 女 性

 テ ス ト・・ミッテ リー ：PRT(SF)， SCT， WAI，

  DOSEFU(Gr.)

 施 行 年 月 日：1992年7月

 報 告者 ・施行場所 ：S.Y心 理 臨床研究室

 Sは ， 山形 県にあ るT市 に生 まれた 。医者で

ある父親 と看護婦 の 母親は，診療所 を 開いてお

り，共に働い ていた 。幼稚園に上が るまで，祖父

母に育 て られた 。小学校か らは 自宅で両親の帰 っ

て くるのを一人で待つ とい う生活であ ったが，3

年 生 の時に，父を病気で亡 くす 。代'々医者 の家系

であ り，そ の地域では名士であ ったであろ うと思

われ る。その父の跡継 ぎとして，Sへ の期待 は大

きか った 。本人 も，それに応え よ うと，真面 目に

勉学に励み，成績 も優秀で，“優等生”とい うレ ッ

テルを常に貼 られていた。子供 の頃のエ ピソー ド

であ るが，大 人びた感 じだ った ようで， よく本 を

読んでいたが，既に “チ ャタ レイ夫人”な ど自然

に理 解で きた と述べてい る。

 県 立高校を卒業後，神奈川県 にあ るR大 学医

学部に入学 し，精神科を専門 とす る。現在，N病

院の常勤であ る。性(ジ ェンダー)の 問題 をテー

マに研究を してお り， このテス トを施行 した時 は

病院業務がかな り激務 であ り， 自分 の勉強時間が

取 れない とい う不満 があった ようだ 。(SCTI-24)

 ス トレー トのボブ(お か っぱ)に ，金属ぶち の

メガネをか け，一見○○女 史 とい う雰囲気 が あ

る。仕事 中は， シャツにGパ ンとい う格好 で，キ

リッと した感 じで動 き回 ってい る。プライベ ー ト

な時や，仕事関係 の改 まった席では，女性 らしい

服装 をす る ようだ 。そ うい う時は， メガネを コン

タ ク トに換 える事 も多 い。 目上 の人に対す る態度

も，きちん としてお り， こまやかな気配 りを見せ
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る人 であ る。そ うい った役割行動は，Sの 育 った

環境(祖 父母の躾，地域的 な古 い文化etc.)や ，

本人 の知的高 さな どに因 るもの と思われ る。しか

し，少 し無理を してい る所があ るらしい 。(SCTI.

26)

 テ ス トは，3日 に分 けて行 ったが，Sは 自身 の

分析結果が楽 しみであ るとし，真 剣に取 り組 んで

いた。WAI， SCTと も平均 よ り反応が 多いが，

清書をす ることな く，思いつ くまま書 いていった

ようだが ，時間はかか ってい る。PRTは ，まずS

に20枚 の 図版か ら6枚 を選 択 して もらい，1枚

目と8枚 目は こちらで 用意 した1MFと ブ ラン

ク ・カー ドを 提示 した 。記録 はテープに 吹 き 込

み，紙面の都合上，起 こした ものを まとめた 。実

際には，3時 間 くらい要 した 。DOSEFU(GROU

PE)テ ス トの結果 は， Fタ イプであ り，感 覚的な

美意識 の高い人であ ることが示 され た。(WAI-10

SCTI-23， PRTI/1MF)

 既 に述べ てきた事 と重複す る所 もあろ うが， こ

の4つ のテス トか ら評価で きるパー ソナ リテ ィ ・

スケ ッチを， 簡単 に 記述 す る の で， 後 のraw

materialを 参照 していただきたい。

 全 体を通 して，客観性 ・見通 しの力があ り，現

実検討能力に優れてい ると思われ る。精神分化度

は，SCT， PRTの 表 現方法や使用 され る語彙を

見て も，平均 よ りかな り高い と言え よ う。

 テ ス トへの態度，反応量等 は，た とえ動機が 強

くて も，かな り心 的エネルギーがあ り，真面 目な

面 を物語 ってい る(Eタ イプ)。 しか しなが ら，基

本 的には， 自分 の世界 とい うものを確 固 として持

ち，(WAI・14， SCTI・10・15， II・1)Sタ イ プの特徴

と しての貴族性，思考性，非社交性，或 いは デ リ

ケー トな割 りに部屋 が 汚れ ていて も平気(WAI.

16)で あ った り， 辛辣 な面(SCTII-24)を も って

い る。小児的な所 は余 り見 られないが，数年 前 ま

では，Hが 強か ったか もしれない 。犬好 き(随 所)

で ，親族 ，友 人を大 切に しなが らも，人 との コ ミ

ニュケーシ ョンが実 は余 り得意 とはい}な か った

Sで あ るが， “今はひ とを愛す ること，愛 され る

ことが少 しずつ分か ってきた。”(SCTII-11)と い

うように，成熟 してきた といえ よう。社会的に認

知 され たい とい う意味 では，geltungも 多 少見 ら

れ る。

 趣 味 は 読書 であ るが， ジ ャンルは 幅広 い よ う

だ 。また，音楽，絵 写真な どの観賞 も好 きであ

る。付 き合いでは， カラオケもす る。お酒は嫌 い

でない し，かな り強 いほ うではない か と想像 す

る。嗜好的な ことでは， 自我を通す 人か もしれ な

い 。(WAI.4，18)

 力 動 的側面については，WAI， SCT， PRTの

各所 に見 ることがで きる。S本 人 も認識 してい る

のだが ， ジェンダーの問題 は， 自分 自身 の問題で

もあ る。既 に述べたが，少女時代に亡 くした父親

の影響は多大 である。祖父 の事 もよ く言及 されて

い るが，祖母や母親 の存在 は薄 い。(PRT3/NI，7/

N8)性 的 同一性 の，本人の中での未分化が感 じら

れ る。また，男性に対す るイ メージが，攻 撃的 と

い ったマイナ ス ・イ メージがやや強いか と思われ

る。(2/6c，3/N1)

 そ して，顕 著に見 られ るのは，無 力感 ，不安 ，

苛立ち，気分の変動 とい った ものであ る。特 に，

“も
っ と， もっと頑張 らない と”(PRT3/N1)と い

う言葉 は迫 って来 るものがあ る。人 との距離 の置

き方 に，かな りこだわ っている。潜在的に落 ち込

んでいる事 を想像 させ る。ス トレスが非常に溜 ま

っているのではないか と思われ る。

 こ ういった結果 の約4か 月後，多発 性 胃潰瘍に

て1か 月 の入院 とな り，暫 く休職す る。しか し，

休養 の成果あ り，現在 は 通常 の 勤務 に 戻 ってい

る。晴天のへ きれ き で あ っ た が，当時の心 身の

状 態か ら頷け るテス ト結果 で あ っ た と， 複雑 な

気持 ちであ るのが 正直 な 所 であ る。 以下，raw

materialを 載 せ る。

WAI

1私 は28歳 の日本人です。

2 私は現在1人 暮 らしですが，郷里に母がいま

  す。

3 私は本を読む事が大変好きです。

4 興味のないことを我慢 してや り続けることは

  できに くい性格です。

5私 はT市 で生まれました。今でも時折なつ

  か しく思いだ します。

6私 は動物が大変好きです。特に犬は好きです



7論 理的に道筋をつけて考えを進めるよりも感

  覚的に話す事が多い。

8私 は感情的にな りやす く，それが外にでやす

  いようです。

9時 折疲れた時には1人 で声をあげて泣 くこと

  もあ ります。

10 神秘的なものへの興味，関心がつよい。

11私 は他人の力を借 りて物事を進めることが苦

  手ですQ

12幼 い時の私は高慢な所 もあ りましたが今はそ

  れが少なくなった と思 う。

13 人生は，結局，自分で選びとっていくものだ

  と思う。

14他 の人から考えや意見を押 しつけられること

  に反発を感 じる。

15 私は料理が上手な方ではあ りません。

16私 は部屋の整理などが苦手だ し，汚いことも

  多少なら気にしない。

17私 はぐちをこぼす よりもぐちを聞かされる方

  が多い。聞き役。

18 私はス トイ ックな方ではない。快楽主義者。

  享楽的。

19亡 くなった人々を時々思 いだし感傷的 にな

  る0

20 これからどんな生き方をしていこうか，考え

  あぐねています。

SCT

Part I

1 子 供 の頃，私は 人 見知 りを よ くす る子供だ

った と思 う。知 らない人に，あや されて， とて も

こわか った ことを覚えてい る。

2 私 は よ く人か ら お 人 よ し，ま じめ ，几帳面，

成績 の良い子， h， 良い子扱い され る。一方 で

はそれが うれ し く，一方ではそれが重荷。

3家 の暮 らし は ごく普通だ った と思 うが，両

親 が診療所 で一緒に働いてお り，夕方 帰って くる

までの1人 ぽ っちの心細 さがたま らなか った。

4私 の失敗 は 数多いが，小 さい時か ら，おち

ょっこち ょいで，ポ カ ミスが多い と思 う。大 きな

失敗は28年 間の中ではなか った。

5家 の人は私を ○ ○家の長 男であ った亡父の
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ようにな るこ とを期待 してい るよ うだ。私は，女

性 であ りなが ら “長 男” “家長 ” として育て られ

た。

6 私 が得意 にな るのは，他人か ら，長所を面 と

向か って私 にいって くれ るとき。長所をほめ られ

るのは うれ しい くせ に，わ ざ と何気ない よ うな風

を装 って しま う。

7争 い 事 ， とくに，怒鳴 りあ うような 口論は

好 まない。父母が時 々大 きな声をだ して，けんか

を していた ことを思いだすか ら。

8 私 の知 りたい事 は 私 の父親 と，祖父，私 の

血縁につなが る既 に亡 くな った人が，今 ど うして

い るか 。愛犬 コロは どうなっただ ろ うか。

9 私 の父 は短気 で，頑 固な人 。他人か ら見 る

と “変わ った人” とい うような 印象を もたれてい

た と思 う。しか し私 に とっては，大変，慕わ しい

存在 。今 も医師 として も尊敬 してい る。

10私 が きらいなのは 他 人の気持 ちを推 し量 る

ことの しない人 。人の心 の中に秘め ておきたい事

をせん さ くす る人。

11私 の服 は ， どち らか とい うと単色 で地味。

これは父親 の好みに似てい ると思 う。母親 は派手

な ものを， よ く着 こなせ る。

12死 は， とて もつ らい こ とだ。私 は 父親 の

死，生後3ヵ 月か ら育てて くれた祖父の亡 くな っ

た時 の状況を思い 出す と，今で も胸が痛む 。 とて

も悲 しい。

13人h に 対 して，小 さい時，私は こうまんで

多少見下す よ うな こともあ ったか もしれない。 そ

れな のに大人達は私を○○先生の娘 として特 別扱

いす るのがなぜかイ ヤだ った。

14私 のできない ことは 面 とむか ってNoと い

えない こ と。少ない言葉で的を得た表 現がで きな

いこ と。感情(自 分 の)を か くしきれない こと。

15運 動 の中では，走 ることが好 き。チ ームプ

レーも楽 しいが，1人 で頭 の中でいろいろ と考 え

なが ら走 り抜 くことは快感だ。

16将 来 の事を最近 よ く考え るよ うにな った。

私 は 子供 を もつだろ うか。夫 と くらす のだ ろ う

か 。一生Dr.を してい るのだろ うか 。全 く。あい

まいだ。

17 も し私 の母が 今，亡 くな るよ うな ことがあ
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 ったら，私は郷里に戻って “家長”とならざるを

 得ない。母が亡 くな ることを想像するだけでも耐

 えられない。

 18世 事 について，これまで私は私な りのプラ

 イ ドをもち，自分のできる限 りの力をつ くしたつ

 もり。今は

 19私i越 登そかY` 計画 していること，これは誰

 にも打ち明けられない。大きなファンタジーす ぎ

 るので。

20： 些◎虫 には，特に理由なく悪意をむけてき

た り，あるいは，逆に，人情味のある暖かい人々

 もいる。

21去 となる人についての様々な空想。今の恋

人とは大分かけ離れている。何 となく，亡父のイ

メージに近いような気 もする。

22壁 丞私 .壓 とりつ くろうことが で きな くな

 り，露骨にイライラした様子や怒 りの感情をだし

て しまう。自分でも気づいているが，抑えきれな

い0

23私 塑心 ひ塗一れ±亙Ω娃 美 しい音楽。美 しい写

真。絵。女性の美 しいヌー ド写真の美 しい肢体は

魅力的。人間の体の美しさ。

24拠 丕平1遮 自分の精神医学について。勉強

したいと思っている。医局で十分にできない事。
しか し私も，十分努力 していないのも事実。
25聖 ～兄弟伽 塑…} について，小さい時，父母

に弟がほしいとねだったことを覚えている。1人

子で淋しかったが逆に周囲の愛情や関心を独占で

きたことはきもちが よかった。

26噬 場で壓 私はとりつ くろっている。男性の

ように考 えよ うと し，一生懸命働 き，な るべ く女

ら しく振 る舞iお うとしてい る。

27 私 .U)i につ いて，小 さい ときは コンプ レッ

クスがあった。しか し今は整形 してまで治そ うと

は思わない。私の顔も私自身の個性だから。
28 .今までは 自分な りに努力してきたと思う。

しかし，中学 ・高校 ・大学の受験のときのような

いざ勉強が必要なときには，あま り努力 しない。

29』 彑 らしさとは，どうい うことだろうか?

考えてもよくわからない。私は女なのだろうか。

30 私が思h」出すの壓 父親を納棺 した時に， 目

から黄色い涙が流れていたこと。私が大学入学す

る間際 に死んだ一代 目の コロがかわいそ うで泣 き

なが ら抱 き締めた こと。コロは二 日後死んだ。

 Prt II

 1塞 で基 私は自分流の気ままな生活を してい

 る。とりつ くらないですむ場所。ふとんの中で好

 きな本を読む時が一番 リラックスす る。

 2i墾 を丕.安にす るのは 周囲の人hが イライラ

 している時。イライラや怒 りの原因が自分になく

ても， とても不安になる。

 3雄 塋 には今まで，何回とな く支えられる

ことがあった。本当に感謝 している。中学 ・高校

の友達とは離れてしまっているが，今でも，仲が

よい。

 4麹 まよく一 昔 の友達，遠 く離れた友達，亡

くな った父親，祖父， 自分につなが る先祖，亡 く

な った愛犬 コロの ことを思 う。

 5， もし私が 年 を取 った ら，山 と海 の近 い とこ

ろで夫かボーイ フ レン ド(ガ ールフ レン ドで もい

いが)書 物 に囲まれ犬を飼 って，静かにす ご した

い0

 6私 の母 は，単純な所 もあ り，喜怒哀楽もは

っきりしてお り年齢の割 りには，精神的に若い。

お互いに友達のように話ができる。

 7 .も弖二度や彑直せる」な.ら≧ 父親，祖父，愛犬
コロの世話をもっとみてあげたい。十分看護でき

なかったことは心残 り。

8里 性 とは，いかなる生き物なのか，よく，

わか らない。私の周 りには，小さい時から女性 し

かいなかった し。男性と女性との差はそれほど大

きいものとは思えない。

9 .私鰻 塗 は，中学 ・高校の頃は安 らぎ，楽

しみであったが，今の私にとっては，眠 りで安ら

ぎを十分に得 られていないような気がする。

10 学校竺は 私は “良い子”扱いされた り，友

達とは別格扱いされた りす ることを喜んでいた。

心のどこかで。実際に勉強家で優等生であったけ

れ ど。

11恋 愛 は，何年か前までは，よくわからない

代物だった。人を好きになることはあっても，好

きになられるのはイヤだった。今は人を愛するこ

と，愛 され ることが少 しずつわかってきた。



12 も し私 の父が 生 きていた ら，母 の人生 も，

私の人生は，大 分変 わ っていた と思 う。父親 自身

も医者 として も父 ・夫 として も，もっと生 きたか

っただろ う。無念だった と思 う。

13 自殺 を 小 さい時 に，さ さいなことで，考 え

た こともあ ったが，今は，考 え られない。生 きる

限 り， と りあえず生 きてみ よう。又，生れ変わ る

だろ うか ら。

14私 が好 きなのは 犬 。香水 。美 しい ドレス。

お茶。つ らい とき，かな しいときに，素直に言葉

に出せ る人 。逆 に， とことん辛い ことに耐え る人

も好き。

15私 の頭 は，今，大分疲れてお り，余 り，考

えが ま とま らない感 じ0

16 お金 は ， 自由を得 るためには，あ る程度，

必要 なものだ 。労働に対す る正当な報酬 は必要。

な くてはならない と思 う。

17 私 の野心 は ，精神科医 として，“女性性 ”“男

性性”について研究をすす め， まとめ ること。 社

会的地位 も望 まないわけではないが，将来 ，上記

のよ うな ことを扱 うクリニ ックをひ らきたい。

18妻 にな ることは，あ るか もしれない。但 し

戸籍上 の妻 とな ることは，抵 抗があ る。

19私 の気持ち は ，変わ りやす い。ち ょっとし

たほめ ことぽで， うれ しくな った り，少 しで も注

意 され るとおち こんだ り。気分 の コン トロールが

上手ではない。

20 私 の 健康 状 態は良好だが ，精神的 な面 での

健康 はやや不 良。

21私 が残念なのは プ ライベー トの時間 をあま

りもてない こと。つ らい とき，悲 しい時， 自分 を

な ぐさめ るのが 自分 しかいない。

22 大 部 分 の時 間を 仕 事 と読書 に割 いてい る。

虚 しい感 じ。

24 調 子 の よい時 の私 は，周 囲か らみ ると，や

や騒hし く口調 もきつ い らしい。

25 ど う して も私 は 本 を 読 まずにはい られ な

い。本 は私 のエネルギーの源 。ス トレスの解消だ

か ら，乱読。

26家 の人は 私 の自由，意思を尊重 して くれて

い る。この点は， とて も母に感謝 してい る。

27 私 が 羨 ま しい のは 父 親 の話を友達がす ると
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き 。 もう20年 近 くたって も，やは り，父親の話

をす るのはつ らい。

28年 を とった時 私 は，女で も男で もいいのだ

が，家族 と共に 山か海 の露天風 呂付 きの一軒家に

住 んで晴耕雨読 の 日hを 送 りたい と思 う。

29 私 が 努力 してい るのは 精 神科についてのバ

ランスの とれた勉強，Yes. Noが 角 を立 てず に，

きちん と自分 の意志を表明す ること。

30私 が忘れ られない のは 父親の入院 。亡 くな

った時 の様子 。細 々 した ことまで，今だに忘 れ ら

れな い。

          PRT

1/1MF

 小 学 校4年 生か5年 生の金髪の男の子。絵 を描

きたが ってい る。考えあ ぐねてい る。パ レッ トに，

二つか三つ，色が置いてあ る。青 と黄 色の，チ ュ

ーブ出 してい る。そ こまで出 してい るのに，なん

で描けないんだろ う。この子についての空想…。

(ど うい う子?)凄 く繊細。凄 く得意。絵 の宿題 じ

ゃな くて 。何か辛い 。もや もや したの，描 きたい

のかな 。誰に も強制 されていないのに。この子は，

図工の成績は よ くないか もしれないけ ど，絵 とか，

音楽を通 して，独 特な表 現をす る。楽 しんでい る。

で も，形 が分か らない。(出 来 るかな?)例 えば，

具体的な もの，バナナ とかでな く，抽象的 に。ぽ

一っと
。 この子の心 の もや もや。その うち，急に

筆を取 って，黄 色で，わ 一っ と何 か描 いて，青で

囲みそう。

2/6c

 これ は， よくわか らないけれ ど， 印象だけ言 う

と，嫌 な感 じのす る絵 。手，足，人 の体な のか分

か らない。壁際 にひ ざまず いて。ここに頭が ある

のか しら。 くつ ろげ る場所 ではない。窮屈 。アパ

ー トとか牢屋 とか
。一人は，(注 ：二人い ると見 て

い る。)少 な くとも，足は裸 足。別 の人 の股間にあ

るか ら，何か性的 な行為か も。男 同士か も しれな

い。性的 な快楽を感 じていな くて，益 々淡 々と，

む しろ， この人に とっては，力関係をは っき りさ

せ るため。 この手が，凄 く嫌だ 。なぜた りしてい

るわけでな く。 これ か ら何 か しそ う。頭 をなにか
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つかんだ り，毛 をつかんだ り，暴力的 。アグ レッ

シ ョンを受 けてい る。なんだか窮屈 。凄 く弱 々 し

くて，性的快感 な くて，それでい て，止め よ うと

も思わ ない。ただただ続け てい る。膝をついてい

る男 の人，屈辱感，弱'々 しさ。暴力的 。なんで…

そんな ことす るに，普通の部屋 じゃない 。監獄 か

しら。どこか，二人，閉 じ込 め られてい る?(注 ：

プ レー トを斜 めにみ る。)違 うス トー リー
。閉 ざさ

れ た，凄 く狭 い部屋 。女 の子が裸にな っていた。

性的 な ことさせ られ てい る。さっきのことでな く

て。手が動 いて，首を しめそ う。言われ るまま
。

男 の人は，凄 く怒 ってい るみたい。怒 る事 は，傷

つけた り，殺 した りしそ う。性 的 よ り，む しろ，

暴力の名 と同 じような事。

3/Nl

 ど う したんだ ろ う， この人 。芝生で もないけ ど

外国 の人 。Gパ ンはいて 。叫 んで いる。来てほ し

い 。自分で も出て きち ゃったんだけ ど，助 けを求

めてい る。荒 野み たいな所 。彼 女を助 けて くれ な

い。(逃 げ てきた? 出 て きた とい うのは?)こ の

人 は， まだ若 い。三十 くらいの人 。急に家を飛び

出 してきた 。結婚 して，子供 もい る。

 な んで逃げて きたんだろ う。走 るだけ走 って。
一面 の荒野

。 もう少 し経 った らば。 もう少 し前に

行 ったほ うが いい。逃げ できた ところか ら，救わ

；れ るか な…o

 そ れ とも，お父 さんか ら逃げて きた 。原因は，

男 の人 。夫かお父 さん 。お父 さんか ら叱 られたの

か も しれない 。専制君主的お父 さん。今 も同 じよ

うな状況。 もっと遠 くに，頑 張 らなき ゃ。そこに

待 ってい る人 はいない。キ ャッチ して くれ る人は

誰 かが，来 て くれ そ うな気が します。

 止 まっているみたいに見れ るけ ど，逃げ切れな

い 自分 。少 し休 まな きゃいけないのか も知 れな

いo

 (なん で叱 られたのかな?)恋 人か ボーイ フ レン

ドはい るのだけ ど。叱 られた とい うのではないけ

ど，来 て くれない 。荒野で，水がない 。慰めにな

らないお父 さん 。お父 さんに助けて もらえない。

本当は，お父 さんに助けて もらいたいのに。 もと

もと，お父 さんは，荒野 の ような荒 くれ た人 。気

ついてい るのか もしれ ない。

 これ以上は解 って もらえない。飛だ してきて。

今 も味わ ってい る。途方 に くれ ている。誰 もきて

くれ ないだ ろ うし，探 しには来 て くれない 。ここ

に来 て くれないだ ろ う。どんな気持ちだろ う。 で

も， まだお父 さんg所 にい る。逃 げたいけ ど。道

にぶち当た って。

 お 父 さん以外 の人 に救 いを求め ないと解決 しな

い。お父さんに未練が あるのか も しれない 。(お父

さん と二人暮 ら し?)お 母 さんはい るようだが，お

母 さん， なんで 追 いかけてこないの だ ろ う。 も

う，お母 さんには未練がない。 こう荒hし い夫 と

一緒にいなければな らない
。同 じ女性 としての怒

りとか。お母 さんは言 うつ もりもない。夫婦 の関

係を変 え る気 もない。お父 さんも，お母 さんを諦

め ている。この先で待 ってい るのは まった く見ず

知 らず の人。

 こ の人は もっともっと頑 張 らない と。ち ょっ と

心 配にな ってい ます。

4/N9

 雪 が いっぱ い。煙突のあ る家 。一人見 えるけど，

家族で住んで るのか しら。外で見てい るのは，男

の人 。ずいぶん距離 。なんで入れ ないのか しら
。

窓際に立 ってい るのは，奥 さん。見 えな いところ

に，小 さな子供 と，旦那 さん。 くっろいで る。四

十後半 。割 りと中年 の人 。何を しよ うとしてい る

んだ ろ う。この先何処へ行 こ う。どっちにむ っか

て行けばいい のか 。窓か ら見え る光景。それ を聞

いてし・るのか もしれない。立 った まま。行 く当て

が，は っき りしていない。誰 々の何処何処 の家へ

行 くとい うのでな く，(注 ：外 か ら，18：00の チ ャ

イムの音)テ クテ ク歩い て，おなか も空いてい る

し， 出来れぽ，中にいれて もらいたい。遠 慮 して

い るのかな 。道で聞 こえ る笑 い声 とか，いい思い

出。疲 れ とか，空腹 とか別に して。自分 も距離 を

置 いて，思い出にふ けっている。行 く先 もは っき

りしていない ような行 きず りの，四十～五十 の男

の人 。家 の人 も，び っ くりして しま うのでは と，

躊躇 してい る。疲 れ とか，宿をか して くだ さい，

食べ物を少 し分けて くだ さい， と頼み たいけ ど，

せ っか くの楽 しいゆ うげ後 の団欒 を，無駄に して



しま うと， この人は， このまま，何処かへ 向か っ

て行 って しま う。結 局 ノ ックできないですね。

 こ の一家 もつつ ましい生活を送 ってい る。お父

さん，お母 さん，二，三人の子供がいて。 自分 の

小 さい 時 と重 なって， はばかれたのか もしれな

い 。そ っちを大事にす ることのほ うが，大 切に感

じた 。

 何 処に行 くんだ ろ う。また，夜中，歩 き続け る

のかな。

 少 しため らってい るのかな と。この家が質素で

つつ ま しやかで○

 感 情的にな った のは…方ではあ るけ ど。 どこら

辺 の ところで立 ってい るのは，悪い事考 えち ゃっ

てい るのか も。迷 ってい るのか もしれ ない。ど う

しようかな。脳裏に少 しあ った，何か盗 るとか，

色hな 気持 ち沸 き起 こったけ ど団欒 を中断 させ な

いでザ ックザ ヅクと雪 を歩 いて行 く。 このまま行

き倒 れにな るか もしれないけ ど。 カチ ャカチ ャす

る音 とか 。一 瞬心 がな ごんだ。ひ もじいのは変わ

らないけ ど，心 のひ も じさは とれた か も しれ な

いQ

5/N3b

 丘 の上を黒い雲が立 ち込めてい る。灰色の空。

歩 いている人 。女 の人 。年配 。何か荷物 。どこか

に家 。遠 く。この辺 にあ るんです，家が 。[(笑い)]

60代 く らい 。ずいぶん田舎暮 らし。買 い物 かな。

ご主人が待 っている。子供か友達 。一つ のこの人

の。朝 出掛 けていたんだ けど。1つ くらい荷物を

持 つ。なだ らかな丘。食料 品。子供 じゃないみた

い。友達 とお しゃべ りして楽 しんだ 。行 った時 よ

り重 いか も。か くしゃくたる 気丈夫 なおぽ あ さ

ん。気分 が結構 良い。

 お じい さん とい うかご主 人が ポ ッネ ンと待 って

い る。ひ としき り，町 であった事 とか噂話 とか，

一 通 り言わない と気が済 まない
。二 人で食べ る。

久 し振 りの外出だ ったか ら暫 くいい気持ちでベ ッ

ドに入 った と思い ます 。いい感 じに感 じる。

6/N4a

 凄 く悲 しい絵 。施設みたいな， アメ リカにあ る

ような，未婚の母の施設の一室。凄 い狭い。窮屈 。
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病 室 か も知 れない。 とにか く， とて も嫌な感 じの

す る場所 で，壁に もたれ て，泣 いてい るみたい。

何だろ う。髪 の毛 も，短 いけ ど。胸 は大 き くて，

おなか も大 きい。左手が，おなか，押 さえて る。

祝福 されない妊娠 。周 りの理解得 られず，「妊娠 は

止めな さい 。」 と。諦め 。も う半分以上，諦め切 っ

た 。絶望 の気持ちを，抱 いてい る。

 本 当は，妊娠す るとは，思 っていなか った。嫌

いではない男性 とセ ックスしてで きた子。周 りは，

彼女 の年 とか，状況をい う。諦 めて しまってい る

(近い将来は?)産 みたい とい う気持ちは，ゼ ロで

はないけれ ど， てだ てを見つけ るほ どの力を，今

は もう，持 っていな い。産み通そ うとい う力がな

い。凄 く憎 しみ とか，持 ってい る。周 りに対 して。

怒 りとか，憎 しみ。

 本 当は，産み たいんだわ， きっと。彼女は， 自

分の体の変化，乳房が大 き くて， とか，違和感な

いけ ど，産め ない。

 そ れ とも，不本意 な妊娠 したのか な。別 のス ト

リーで もいいです か?[ど うぞ]私 生児 。も う，お

乳張 って，おなか大 きい。 自分 の意 思でな く。無

力感に満ちた…。物凄 く無力。 と りあえず， ここ

にいな くち ゃいけない。不 本意の妊娠 か も知れ な

いけ ど，彼女ほ ど， うちひ しがれてい る人は，い

ない 。妊娠 す ること 自体 が， よ くわか ら な い 事

で，そ の人 とセ ックスす る気 もないのに，現実を

現実 と受け入れ られない 。そんな感 じです ね。

7/N8

 変 だ な。 これは，面 白い絵だな， と思 ったんだ

け ど。 これ は， さっきの話 の続 きで い くと， と り

あえず産 んで，養子縁組 で育 て られ てい く。そ の

子供 たちが，本 当にいっぽ い集 まって泣 いている

のでな く，おなかがす いてい るとか， お母 さん恋

しい と泣 いてい るのでな く，産み捨 てへ の抗議 の

泣 き方。

 黒 い，ぼか り，開いた 口と，鼻 の穴 。【(笑い)]凄

く変で…

 [何か想像?]お なか の中み たい。お母 さんみ た

い 。[ど の辺が?]ぼ か っ りあいた穴 。なんだか，

子宮 を，超音波で立 て切 りにみた時の図みたい。

本 当は，赤 ち ゃんが いるんだけ ど，産み捨 てで，
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「も ういない よ」。赤ち ゃん，怒 って るんだア
。

 面 白い絵 。抗議の声 とした ら，共感で きる。 妊

娠 してい るけ ど，胎児のいない子宮 ，とい う矛盾 。

お母 さんの希望。現在，お母 さん， おなか に抱 え

ないで，い っち ゃって る。 う一ん，かわいそ う。

8/12MF

 う一ん 。 さっきの男の子(1MFの 主 人公の こ

と)が ，紙に，学校 の先生に褒め られない よ うな

書 き方で，描 きだす 。抽象 的。三角形 の黄色。青

で海 。海 に黄 を少 しいれ て，む しろ，太陽 の光 り

を表す ような。静かな海 。お 日様 の黄色 。なにか，

海 と太陽にな って，彼 のモヤモヤが消えて，満足

で きた 。…そ うい う感 じ。

 8枚 の プ レー トの好悪度 ：ライ ク ・カー ド

                 N8， N3b

 テ ィス ライ ク ・カー ド N6c

 「あ とは ど うって ことない」 との感想
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